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研究分野： 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・教育工学 

キーワード：瞬目、唾液、読みやすさ、ストレス 
 
１．研究計画の概要 
(1) 目的 
 本研究では、Ｗｅｂ上の文字を読んだ際の
瞬目、唾液アミラーゼ、指尖脈波の生理心理
学的反応を測定し、Ｗｅｂ上の文字の読みや
すさとストレスとの関係を明らかにするこ
とを目的とする。 
(2) 内容 
① 瞬目のビデオ画像解析システムについて
検討する。 
② 様々なストレスレベルにおける唾液アミ
ラーゼ変動パターンについて検討する。 
③ 読みやすさと瞬目・唾液アミラーゼとの
関係について検討する。 
④ 読みやすさと指尖脈波との関係について
検討する。 
⑤ 瞬目が心理面に与える影響について検討
する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 瞬目のビデオ画像解析システムの検討 
 画像解析ソフトウェアである「Scion 
Image」および「Image J」を利用した瞬目の
ビデオ画像解析システムの実用性について
検討した。その結果、眼瞼が閉じるときの眼
球上領域での濃度変化を測定することで、瞬
目を検出することが可能となった。また、得
られた瞬目波形からは、瞬目率、瞬目間間隔、
瞬目持続時間を導き出せることが明らかに
なった。 
(2) 様々なストレスレベルにおける唾液ア

ミラーゼ変動パターンの検討 
 課題困難度とストレスレベルとの比較を

するために、様々な状況のストレス時におけ
る唾液アミラーゼ変動パターンについて検
討した。 
(3) 読みやすさと瞬目・唾液アミラーゼ 
 コンピュータディスプレイ画面に呈示さ
れたエッセイの文章の読みやすさと被験者
の瞬目および唾液アミラーゼとの関係を分
析した。特に、コンピュータディスプレイ画
面上の背景色と瞬目率および唾液アミラー
ゼ値との関係について検討した。 
(4) 読みやすさと指尖脈波 
 コンピュータディスプレイ上の文章の読
みやすさと被験者の指尖脈波との関係を分
析した。測定で得られたデータを用いてカオ
ス解析を行い、リアプノフ指数を指標とした
ストレスとの関係について検討した。 
(5) 瞬目が心理面に与える影響の検討 
瞬目が心理面に与える影響について検討

した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 各年度の研究計画に基づいて研究を実施
している。また、各年度の研究成果をまとめ
論文等で発表している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
分析結果から、読みやすさとストレスとの

関係を明らかにする。特に、評価の生理指標
としての瞬目および唾液アミラーゼの妥当
性について総合的に検討すると共に、評価法
を確立する。また、表示装置の種類や文字サ
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イズ等が、ストレスに与える影響を詳細に検
討し、読みやすい表示の条件を明らかにする。
さらに、研究成果報告書を作成する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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